
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

細　節

事務事業名

細　節

手数料

水質調査事務費

実
績

担当部課 住民生活部　環境課
担　当 環境担当

サブリーダー 片野秀光

計
画

町内の一般河川10地点、大川3地点、地下水飲料水12地点の水質調査を年2回（8,2月）実施。五
行川については、五行川沿線関係市町村と連携し、上記以外に2地点、年4回（5,7,12,2月）実施
する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

計画どおり実施しました。

指　標 目　標　値

984,000

特　記　事　項達　成　値

細　節 金　額 金　額

水質調査検体数

５８検体 ５８検体

手数料 984,000

18,000負担金

738,360

18,000

手数料

18,000負担金

実　績

756,360

1,002,000

特　記　事　項

特　記　事　項

身近な自然環境調査委託料へ59,000流用

金　額

1,002,0001,002,000

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０４０１０４－００３－０１－０１－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

どのような成果が現れます（現れました）か？

定点で定期的に水質調査を実施し、町内の河川及び地下水飲料水の環境基準適合状況を把握す
ることで、水質が悪化した場合の原因の特定を円滑に行い、改善を図ることにより水質を保全するこ
とができる。また、結果を広報・HPで周知することで、住民や事業者の水質汚染防止意識の高揚を
図る。

調査結果は、昨年度同様、基準値以下の数値が観測されました。

負担金

決　算 決算額

計　画

予算現額

流用額

財
　
源

予
　
算

当初予算額

差引（一般財源）

地方債

受益者負担金

その他の特定財源

計

補正予算額

756,360

0

国庫支出金

1,002,000

0

県支出金

0

756,360

-59,000

943,000


